	第2回院内研修報告書　　　

報告者：本川　沙織

	講義内容：「精神保健福祉の歩みについて」　　　　　　　　　　　　講　師：下平　英範

	日　時：平成19年　7月　26・27日　（木・金）　17：30～18：30

	場　所：メンタルケア病棟　3Ｆ　会議室

	内　容：パワーポイント：精神保健福祉の歩みについて

　　　　精神病者監護法・精神病院法から精神保健福祉法までの法律の歴史。

精神障がい者へ現在行われているサービスについて。

　　　　任意入院や医療保護入院等の入院形態について。

入院時に必要な“保護者”とは何か。

　　　　　

・アンケート結果

当日参加者　　　　８８名（参加率　　５６％）

アンケート提出者　８８名（回収率　１００％）

１．今回の研修内容について　

　　　　　　　　　　　　　　　　７/２６      ７/２７　　　　計

· 分かりやすかった　･･･　　３６名　　　２２名　　　５８名

· 楽しかった　　　　･･･　　　２名　　　　１名　　　　３名

· 難しかった　　　　･･･　　１５名　　　　９名　　　２４名

· つまらなかった　　･･･　　　１名　　　　２名　　　　３名

· 無回答　　　　　　･･･　　　０名　　　　０名　　　　０名

2． 研修を受けて役立つと感じた事（主な内容）

· 精神保健福祉は日々変わっている。精神障がい者の方々が暮らしやすい時代になっているのではと思う。以前の精神障がい者のおかれた歴史など。

· 時代の流れと共に法律が変わってはいるが、まだまだ対応しきれていないことがわかった。

· 障がい者自立支援法についての説明がわかりやすかった。いずれは高齢者の介護保険と一緒になるかもということ、そのときは更に知識を身につけていなければと感じた。

· 過去の出来事から現在の法律が整備されるまでの経過と具体的な法律の内容が分かった。

· 地域活動支援センターについてと保護者とは・保護者になれる人などを知れた。

· 今までの精神保健福祉の歩みについて知ることが出来てよかった。

· 改正になってからのことが理解できた。

· 付属池田小学校事件をもとに「心神喪失等医療観察法」が出来た事。

· 歴史が年代ごとに発表されていたので時代背景がわかりやすかった。

· 昨年度改正された法律の部分にも触れてありわかりやすかった。

３.感想

・法律や関係事件など、以前講義を受けたが、再確認ができ大変勉強になった。

・制度について何度か耳にした事があったが、その背景や意味を知れてよかった。こ

れをきっかけに今後学習しようと思う。

・歴史を並べるだけではなく、その関連した事例や支援法を具体的に紹介してもよい

・去年にも同じような研修があり、又、内容が広すぎてつまらないところもあった。

・私宅監置について話されていましたが、精神衛生法など難しい。

・現在の精神保健福祉法に至るまでに、さまざまな事件を経て成立したと分かった。

・つい50年前くらいまで人権を無視したようなことも行われており、急速に進歩したのだと感じた。
・自立支援法が現在より、主となる法なので詳しく行ったら良いと感じた。

・具体的に説明してくれたので、わかりやすかった。現在、実習生もいるので大変勉強になりました。

・背景から講義してくれたので分かりやすかった。制度や法律が事件を経て改正されやすい事がわかった。

・新たに改正された、法などが知ることが出来よかった。精神科における歴史を改めて振り返る事ができました。

・どのような状況でにおいて、精神科病院が設立されていったのか良く分かった。

・勉強不足の為、制度が難しく感じました。新しい知識を学んでいきたいと思った。

・自分が働いている仕事で過去の事件など、今では考えられない事で衝撃を受けた。

・精神保健福祉の歩みを受講し、改めて精神障がい者の人権が見直されている事を再確認した。現在の医療福祉の現場においても、その人権を守りきれていない現状であると思う。患者様の人権を守れるように業務にあたりたい。

・説明の際に当法人に置き換えての説明だったので分かりやすくとても理解できた。

・私宅監置の様子など写真での説明だったので分かりやすかった。

４.質問

・保護観察法について、指定病院不足や対象者の住居の問題もあるかと思いますが、講師の意見が聞きたいです。

・「私宅監置」について、沖縄はなぜ本土復帰前だから、なかなかなくならなかったのか？

・後見人と保佐人の違い？

・全ての入院形態に保護者が必要なのですか

考察

幅広い内容であり、ひとつの項目に深く説明（講義）出来ない部分もあった為、もう

少し詳しく知りたいとの感想もあったが、法の改正を、当法人に置き換えての説明で

あったり制度や法律が事件を経て改正されやすいなど背景の説明も含めているので分

かりやすいとの声が大半であった。

今回は時間厳守を守れ時間とおりに開催する事ができた。また、前もっての室温調節もしていた為、快適に講義を受けれた。

問題と課題

・参加者の割合が少ない為、参加の呼びかけや外部施設への呼びかけ（興味のある方）も行い、参加率の向上を図る。

・開始時間の誤認があった為、掲示するときは分かりやすい内容、時間表記をする。

・アンケート結果を講師に報告し、今後の課題としていただく。

・出欠簿について、表計算管理をしている為出欠簿に名前を足したり消したりすると集計に影響があるので、いじらない様に周知徹底していく。










